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紙花揺らし  豊作に感謝
５年ぶりに「山口花車」

太鼓や音頭に合わせて花車を激しく揺らし、五穀豊穣を祝い、感謝しました。
（関連記事８ページ）



・「天領さん」を３会場で開催
・大田東ジュニアベースボールチームが「高円宮賜杯

第44回全日本学童軟式野球大会マクドナルド・トー
ナメント」に島根県代表として出場

・土江子ども神楽団がベトナムの「ホイアン日本祭り
2024」に出演

・大田消防が「第52回全国消防救助技術大会」に出場
・「みなとオアシス＃湧くで温泉津」が「みなとオアシ

ス」に登録

・「大田交通安全教育センター」で「高齢者講習」
　開始
・石見銀山（大森町）が「ＴＷＩＬＩＧＨＴ　ＥＸＰ

ＲＥＳＳ瑞風」の立ち寄り観光地として開始
・2024三瓶高原クロスカントリー大会が５年ぶりに現

地開催
・大田高等学校野球部が「2024秋季中国地区高校野球

大会」に中国地区代表として出場
・衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査

告示
・衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査

投開票
・山村留学センター「三瓶こだま学園開設20周年記念

式典
・久利大屋地区交流拠点施設 竣工・開所

・「山口花車」を５年ぶりに開催
・石見銀山世界遺産センターと台湾新北市黄金博物館

が友好連携協定を締結

10月
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令和6年（２０２4年）を振り返る

大田市 この１年
１月

２月

３月

４月

５月

７月

８月

11月

・大田市二十歳のつどいを開催
・大田市消防出初式を開催
・「五十猛のグロ」を４年ぶりに開催
・第73期ＡＬＳＯＫ杯王将戦七番勝負第３局を開催
　（藤井聡太王将　対　菅井竜也八段）

・大田市環境総合計画を策定
・山陰道「大田・静間道路」「静間・仁摩道路」開通

記念プレイベントを開催
・能登半島地震 被災地派遣（第一弾）・（第二弾）

・能登半島地震 被災地派遣（第三弾）
・山陰道「大田・静間道路」「静間・仁摩道路」開通
・馬路まちづくりセンター竣工
・大田市未来展望フォーラムを開催

・「こども家庭センター」を開設
・大田まちづくりセンターが移転（旧サンレディー

大田（働く女性の家）へ）

・三菱マヒンドラ農機株式会社と連携協定を締結
・大田市消防操法大会　川合分団優勝
・市指定無形民俗文化財「水上町花田植」を７年ぶり

に開催
・近藤夏子さんに観光大使を委嘱

・「石見銀山遺跡とその文化的景観」世界遺産登録20周
年・石見銀山発見500年記念事業実行委員会の設立

・大田市温泉津重要伝統的建造物群保存地区選定20周
年記念シンポジウムを開催

「大田交通安全教育センター」竣工「大田交通安全教育センター」竣工

瑞風の新たな立ち寄り観光地に石見銀山が決定瑞風の新たな立ち寄り観光地に石見銀山が決定 山陰道「大田・静間道路」「静間・仁摩道路」開通山陰道「大田・静間道路」「静間・仁摩道路」開通



3,300円  
 1,300円  

 900円  
１時間あたり
１時間あたり

   5,200円  
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10
月
26
日
、
山
村
留
学
セ
ン

タ
ー
「
三
瓶
こ
だ
ま
学
園
」
の
開

設
20
周
年
を
祝
う
式
典
が
、
国
立

三
瓶
青
少
年
交
流
の
家
で
開
催
さ

れ
、
受
入
農
家
や
体
験
活
動
支
援

者
、
留
学
中
の
小
中
学
生
お
よ
び

卒
園
生
と
保
護
者
、
地
元
住
民
ら

約
１
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

　
感
謝
状
贈
呈
で
は
、
受
入
農

家
・
体
験
活
動
と
山
村
留
学
事
業

の
支
援
者
の
皆
さ
ん
へ
、
今
ま
で

の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
、
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、『
こ
れ
ま
で
の
20
年
と

今
後
の
展
望
』
を
テ
ー
マ
と
し
た

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
山
村

留
学
セ
ン
タ
ー
開
設
当
初
か
ら
受

入
農
家
会
長
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
受
け
入
れ
て
き
た
矢
田
千

里
さ
ん
が
「
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た

子
ど
も
か
ら
『
お
父
さ
ん
！
』
と

声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
。
立
派
に

成
長
し
て
本
当
に
う
れ
し
い
。
子

ど
も
達
と
の
ふ
れ
あ
い
が
自
分
の

生
き
が
い
な
の
で
、
今
後
も
元
気

な
限
り
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
山
村
留
学
事
業
は
、
大
田
市
の

豊
か
な
自
然
と
文
化
を
活
用
し
、

市
内
外
の
子
ど
も
た
ち
に
自
然
文

化
体
験
と
集
団
生
活
を
通
し
て
自

ら
生
き
る
知
恵
を
習
得
す
る
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
都
会
の
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
「
第
二
の
ふ

る
さ
と
」
を
得
る
機
会
に
、
市
内

の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
市

外
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
ふ
る
さ
と
の
「
良
さ
」
を

発
見
す
る
機
会
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

問
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
０
７
０
０
）

令和７年
４月より

■
見
直
し
方
針

　
こ
の
た
び
、
三
瓶
山
北
の
原

キ
ャ
ン
プ
場
の
使
用
料
金
に
つ
い

て
改
定
を
お
こ
な
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
　

　
改
定
の
背
景
と
し
て
、
物
価
高

騰
な
ど
に
よ
り
運
営
コ
ス
ト
が
増

加
し
て
お
り
、
持
続
可
能
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

料
金
の
見
直
し
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
中
国
地
方
管
内

の
類
似
施
設
の
料
金
状
況
も
考
慮

し
な
が
ら
、
適
正
な
価
格
設
定
を

お
こ
な
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
地
域
の
皆
さ
ん
や
市
外
の

皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

に
、
適
正
な
料
金
体
系
を
維
持
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。そ
の
た
め
、

他
施
設
と
の
比
較
を
お
こ
な
い
、

料
金
改
定
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
し
い
料
金
は
、令
和
７

年
４
月
１
日
よ
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

三
瓶
山
北
の
原
キ
ャ
ン
プ
場
の

使
用
料
を
改
定
し
ま
す

山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
「
三
瓶
こ
だ
ま
学
園
」

開
設
20
周
年
記
念
式
典
を
開
催

指 北の原キャンプ場
（１）キャンプサイト

区分

一般サイト　
オートサイト

   1,500円  

金額

―
電源設備は別途800円

備考
宿泊（一泊あたり）

     800円  

  

   2,700円  
金額

―
電源設備は別途500円

備考
宿泊以外（１回あたり）

１時間あたり
１棟一泊あたり
１棟一泊あたり

大型　　　　
小型　　　　

   28,400円  
   15,600円  

区分 金額 備考 金額 備考

１時間あたり   2,200円  
   1,200円  

宿泊 宿泊以外

１時間あたり
１時間あたり
１時間あたり１棟一泊あたり

１棟一泊あたり
１棟一泊あたり

バンガローC
バンガローＢ
バンガローＡ

  
   8,200円  
   9,900円  

   8,700円  

区分 金額 備考 金額 備考

     600円  
     800円  

     700円  

宿泊 宿泊以外

セントラルロッジ　集会室
セントラルロッジ　多目的ホール
キャンプファイヤー場

区分 金額 備考
１回につき　

（２）ケビン

（３）バンガロー

（４）その他施設

問観光振興課
（☎0854‐83‐8195）
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申
告
相
談

　
令
和
７
年
１
月
１
日
時
点
で
、
大
田
市
に
住
所
が

あ
る
人
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い
人
の
う

ち
、
次
の
項
目
に
該
当
す
る
人
が
対
象
で
す
。

・
給
与
所
得
が
あ
り
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い

　
人

・
給
与
・
公
的
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
人

・
市
外
居
住
者
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人

・
前
年
中
に
所
得
が
な
く
、
市
内
居
住
者
の
扶
養
に

　
な
っ
て
い
な
い
平
成
18
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ

　
の
人

※
　
前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人
で
も
、
国
民
健

康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

の
人
は
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
未
申
告
の

場
合
、
保
険
料
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
　申
告
書
や
返
信
用
封
筒
が
必
要
な
人
は
、
税
務

課
市
民
税
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
昨
年
、

住
民
税
申
告
書
を
提
出
さ
れ
た
人
に
は
、
１
月
中
に

申
告
書
と
返
信
用
封
筒
を
郵
送
し
ま
す
。

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

・
公
的
年
金
所
得
の
み
の
人
で
、
各
種
控
除
（
医
療

　
費
控
除
な
ど
）
の
追
加
や
変
更
が
な
い
人

・
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
お

　
り
、
各
種
控
除
の
追
加
や
変
更
が
な
い
人

・
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
を
利
用

　
し
て
寄
付
金
控
除
を
追
加
す
る
人
　

　
今
年
度
は
右
の
と
お
り
、
申
告

相
談
会
と
出
張
申
告
相
談
を
お
こ

な
い
ま
す
。

　
例
年
、
申
告
相
談
会
場
は
大
変

混
雑
し
、
長
い
時
間
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

◇
混
雑
緩
和
の
た
め
、
申
告
書
の

　
郵
送
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◇
農
業
所
得
や
営
業
所
得
、
不
動

　
産
所
得
が
あ
る
人
は
ご
自
身
で

　
収
入
や
必
要
経
費
を
集
計
し
て

　
く
だ
さ
い
。

◇
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
ご

　
自
身
で
集
計
し
て
く
だ
さ
い
。

　
税
務
課
職
員
の
多
く
が
申
告
相

談
に
出
か
け
て
い
る
た
め
少
人
数

で
の
対
応
に
な
り
ま
す
。

◇
窓
口
で
の
待
ち
時
間
が
長
く
な

　
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◇
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
、
ま

　
た
は
折
り
返
し
の
ご
連
絡
に
時

　
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
　

税
の
申
告

準
備
は
お
早
め
に

相
談
期
間
中
に

市
役
所
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
へ
提
出
を

　
申
告
書
は
、
納
税
者
自
身
が
作
成
、
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
。
ご
自
身
で
作
成
す
る
こ
と

で
、
申
告
相
談
会
場
で
の
順
番
待
ち
や
相
談
時
間
を
短

縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
申
告
書
の
郵
送
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
市
民
税
係（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
３
）

住
民
税
申
告
が
必
要
な
人

住
民
税
申
告
が
必
要
な
い
人

２月17日～３月17日
申告相談

市役所本庁４階大講堂　２/17㈪～３/17㈪　
仁摩支所１階市民室　　２/25㈫～３/５㈬　
温泉津支所１階　　　　３/６㈭～３/17㈪
受付時間／９：00～11：00、13：00～16：00
　　　　　　　　　　　　　　  （平日のみ）

【出張申告相談】

申
告
期
間
中
の
窓
口
は

混
雑
し
ま
す

受付時間

９：30～11：00

13：30～15：00

９：30～11：00

13：30～15：00

９：30～11：00

13：30～15：00

９：30～11：00

13：30～15：00
９：30～11：00
13：30～15：00

日　程

２／３㈪

２／４㈫

２／５㈬

２／６㈭

２／７㈮

会　場
池田まちづくりセンター
富山まちづくりセンター
志学まちづくりセンター
水上まちづくりセンター
井田まちづくりセンター
大屋まちづくりセンター
祖式まちづくりセンター
馬路まちづくりセンター
大代まちづくりセンター
大国まちづくりセンター
北三瓶まちづくりセンター
宅野まちづくりセンター
湯里まちづくりセンター
福波まちづくりセンター
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　インターネットを利用して、
申告や納税などの手続きもでき
ます。詳しくは、国税庁のホー
ムページをご覧ください。

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

所得税の申告は
税務署へ

ｅ‐Ｔａｘが便利です

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
な
ど

・
本
人
確
認
の
た
め
の
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

給
与
・
年
金
収
入
が
あ
る

障
害
者
控
除
を
受
け
る

医
療
費
控
除
を
受
け
る

給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、
給
与
明
細
書
な
ど

農
業
所
得
や
営
業
所
得
、

不
動
産
所
得
が
あ
る

収
支
内
訳
書
お
よ
び
収
入
と
必
要
経
費
が
確
認
で
き

る
書
類
（
収
入
明
細
、
領
収
書
な
ど
）

社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る

社
会
保
険
料
・
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
領
収
書
や

支
払
額
証
明
書

生
命
保
険
料
・
地
震
保
険

料
控
除
を
受
け
る

生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料
・
介
護
医
療
保
険

料
・
地
震
保
険
料
控
除
証
明
書
な
ど

令
和
６
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
な
ど
を
集
計
し
た

明
細
書
、
各
保
険
者
か
ら
発
行
さ
れ
た
医
療
費
通
知

書
、
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
わ
か
る

も
の

身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・

療
育
手
帳
な
ど

※
　
こ
れ
ら
の
手
帳
が
な
い
人
で
も
65
歳
以
上
の
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
０
）

申
告
内
容

必
要
な
も
の

イ ー タ ッ ク ス

問石見大田税務署（☎0854‐82‐0980）

　
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
法
人

や
個
人
は
、
毎
年
１
月
１
日
時
点

の
資
産
の
所
有
状
況
を
１
月
31
日

ま
で
に
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
場
合
も
申
告
が
必
要
で
す
。

・
前
年
中
に
資
産
の
増
減
が
な

　
か
っ
た

・
該
当
資
産
が
な
い

・
廃
業
、
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た

償
却
資
産
と
は

　
法
人
や
個
人
が
事
業
の
た
め
に

所
有
す
る
資
産
（
機
械
、
器
具
、

備
品
な
ど
）
で
す
。
こ
れ
ら
は
固

定
資
産
と
し
て
、
課
税
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

申
告
の
方
法

　
償
却
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
が

あ
る
人
、
ま
た
は
新
規
開
業
な
ど

を
さ
れ
た
人
へ
「
令
和
７
年
度
償

却
資
産
申
告
書
」
を
12
月
中
旬
に

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
同
封
の
申

告
書
の
手
引
き
を
参
照
し
、
記
載

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
地
方
税
の
手
続
き
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
で
き

る
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
電
子
申
告

も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
で
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
定
め
る
本

人
確
認
（
番
号
確
認
、
身
元
確
認
）

が
で
き
る
も
の
を
申
告
書
に
あ
わ

せ
て
ご
用
意
く
だ
さ
い
（
法
人
は

不
要
で
す
）。

問
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
４
）

１月 31 日㈮まで
償却資産の申告は

エ
ル
タ
ッ
ク
ス

　所得税の確定申告は税務署へ
ご相談ください。特に青色申告
や土地・建物・株式などの譲渡
所得がある人、住宅借入金等特
別控除を受ける人は、税務署で
申告、相談をしてください。



む
つ
み
苑
で
利
用
者
へ
の
接
客

　
職
場
体
験
を
通
し
て
、
仕
事
内

容
を
見
学
、体
験
を
し
、ど
の
仕
事

も
と
て
も
大
変
そ
う
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
し
か
し
、
職
員
の
方
々
は

「
み
ん
な
で
協
力
し
て
や
る
か
ら

大
変
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
言
っ
て
お

ら
れ
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

利
用
者
さ
ん
の
お
風
呂
は
特
に
た

く
さ
ん
の
職
員
で
協
力
し
て
や
っ

て
お
ら
れ
た
の
で
、
介
護
の
仕
事

で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け

で
な
く
、
職
員
の
連
携
も
大
事
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
私
は
こ
の
三
日
間
の
体
験
を
通

し
て
、
介
護
の
大
変
さ
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
こ
れ
か
ら
の
進
路
や
将
来
の

夢
に
役
立
て
て
い
き
た
い
で
す
。

池
田
保
育
園
で
保
育
体
験
、
運
動

会
準
備
、
用
具
製
作

　
最
初
は
子
ど
も
た
ち
と
う
ま
く

関
わ
れ
る
か
ど
う
か
心
配
で
し

た
。
し
か
し
、
保
育
園
に
着
い
て

す
ぐ
に
、
一
緒
に
遊
ぼ
う
と
言
っ

て
く
れ
、
不
安
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
元
気
に
踊
っ
た
り
歌
っ
た
り

し
て
い
る
姿
か
ら
、
元
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。「
こ
れ
片
付
け
ま
す

か
」
と
自
分
か
ら
聞
く
こ
と
が
で

き
た
り
、
先
生
方
か
ら
言
わ
れ
た

こ
と
は
す
ぐ
行
動
に
移
せ
た
り
し

て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
保
育
園
の
先
生
方
が
た
く
さ
ん

の
園
児
を
同
時
に
見
る
と
こ
ろ

や
、
ダ
メ
な
こ
と
は
そ
の
場
で
優

し
く
注
意
す
る
と
こ
ろ
を
見
習
い

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
体
験

で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。

ガ
ト
ー
サ
ン
マ
リ
ノ
で
お
菓
子
作

り
、お
菓
子
の
梱
包
、接
客
、清
掃

　
私
が
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と

は
、
接
客
を
し
て
い
る
と
き
に
一

人
の
お
ば
あ
さ
ん
に
出
会
っ
た
こ

と
で
す
。
ケ
ー
キ
を
買
っ
て
く
だ

さ
っ
た
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
両

手
に
荷
物
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

担
当
の
方
に
言
わ
れ
て
お
ば
あ
さ

ん
の
車
ま
で
ケ
ー
キ
を
持
っ
て
い

く
と「
あ
り
が
と
う
。職
場
体
験
？

頑
張
っ
て
ね
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
喜
ん
で
も
ら
え
て
良
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
、
接
客
を
す
る
こ
と
に

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、

や
っ
て
み
る
と
意
外
に
も
自
分
が

あ
い
さ
つ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
る
こ
と
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
接
客
の
楽
し

さ
や
喜
び
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
市
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環

と
し
て
、
職
場
体
験
事
業
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、
コ
ロ

ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
本
事

業
を
４
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
社
会
で
の

職
場
体
験
活
動
を
通
し
、
郷
土
に

対
す
る
見
識
を
深
め
、
勤
労
の
尊

さ
や
望
ま
し
い
職
業
観
、
勤
労
観

を
形
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
や
資
質

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
実
施
後
に
は
、
受
け
入
れ
事
業

所
、
学
校
、
教
育
委
員
会
の
担
当

者
な
ど
に
よ
り
、
今
年
度
の
総
括

や
来
年
度
に
向
け
て
の
課
題
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
生

徒
の
体
験
内
容
の
希
望
が
事
前
に

聞
け
る
と
受
け
入
れ
が
し
や
す

い
、
来
年
度
も
積
極
的
に
受
け
入

れ
た
い
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
で
は
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
通
し
て
、
地
域
全
体
で

子
ど
も
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

問
教
育
委
員
会

　
学
事
・
魅
力
化
推
進
室

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
２
１
）

介
護
職
員
の
見
事
な
連
携

プ
レ
ー
に
感
動

大
田
西
中
３
年
　
大
谷
　
結
菜

保
育
士
の
働
く
姿
に
多
く

の
学
び
を
得
て

北
三
瓶
中
３
年
　
三
谷
　
蓮
乃

職
場
体
験
事
業
と
は

お
客
様
と
の
出
会
い
か
ら
接

客
の
楽
し
さ
に
気
づ
い
て

志
学
中
２
年
　
松
尾
柚
珠
羽

広報おおだ　Ｒ6（2024）12.19 ６

現場を体験し
「働く」ということを考える

　今年度、市内６中学校の生徒267人が、８月から９月にかけて、市内
約100事業所で職場体験をおこないました。
　この体験を通して中学生が感じた声を紹介します。
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ウ
シ
オ
　グ
ッ
デ
ィ
ー
大
田
店
で

商
品
出
し
、
陳
列
、
商
品
加
工

　い
つ
も
当
た
り
前
に
買
い
物
を

し
て
い
た
ス
ー
パ
ー
で
、
働
く
側

の
苦
労
と
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
青
果
で
は
、

足
が
棒
に
な
る
ほ
ど
立
っ
た
ま
ま

同
じ
仕
事
を
し
て
大
変
だ
っ
た
け

れ
ど
、
作
っ
た
物
が
売
れ
た
の
を

見
た
と
き
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

　ま
た
、
僕
も
人
の
た
め
に
役
に

立
つ
こ
と
が
で
き
る
と
分
か
り
、

達
成
感
も
感
じ
ま
し
た
。

　今
回
の
体
験
で
感
じ
た
よ
う

に
、
自
分
が
し
た
こ
と
が
誰
か
の

役
に
立
て
る
よ
う
な
、
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
。

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り

で
農
業
関
係
（
袋
詰
め
や
芋
づ
る

の
仕
分
け
等
）、利
用
者
さ
ん
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　働
く
う
え
で
大
切
な
こ
と
を
多

く
学
び
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ

ん
と
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
、
普
段
経
験
す
る
こ
と

の
な
い
作
業
も
す
る
こ
と
が
で

き
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
障
が
い

者
の
方
た
ち
と
の
接
し
方
や
話
し

方
が
少
し
難
し
か
っ
た
で
す
が
、

一
緒
に
作
業
を
し
た
り
、
お
話
を

し
た
り
す
る
と
、
皆
さ
ん
も
楽
し

く
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
り
、
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　人
の
役
に
立
ち
感
謝
し
て
も
ら

え
る
こ
と
は
働
く
う
え
で
力
に
な

る
と
思
い
ま
し
た
。

感
謝
し
て
も
ら
え
る
こ
と

は
働
く
う
え
で
力
に

大
田
一
中
３
年
　岡
田
あ
ず
き

達
成
感
を
味
わ
い
、
未
来

へ
の
夢
広
が
る

大
田
二
中
３
年
　園
生
　奏
斗

保
護
者
の
立
場
か
ら―

　将
来
何
に
な
り
た
い
の
か
は
、

ま
だ
ぼ
ん
や
り
と
し
た
形
で
し
か

な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
職

場
体
験
で
は
保
育
園
を
選
択
し
た

と
知
り
ま
し
た
。

　当
日
は
緊
張
と
不
安
を
口
に
し

な
が
ら
出
掛
け
て
行
き
ま
し
た
。

　三
日
間
の
体
験
の
中
で
「
疲
れ

た
」「
大
変
だ
」
と
初
日
は
言
っ

て
い
た
の
が
、
二
日
目
に
は
「
楽

し
い
」「
お
も
し
ろ
い
か
も
…
」

に
な
り
、
最
終
日
に
は
「
先
生
っ

て
す
ご
い
よ
ね
」「
ま
た
行
き
た

い
な
」
と
話
す
姿
を
見
て
、
働
く

こ
と
の
大
変
さ
や
そ
の
中
に
あ
る

喜
び
を
見
つ
け
、
ま
た
そ
の
現
場

で
働
く
人
の
姿
か
ら
学
び
が
あ
っ

た
の
だ
な
と
子
ど
も
の
成
長
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
私
も
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。
　
　

　事
業
所
の
方
々
に
は
お
忙
し
い

中
、
子
ど
も
達
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
を
感
じ

嬉
し
さ
こ
み
上
げ
て

北
三
瓶
中
保
護
者

高
山
小
学
校
で
読
み
聞
か
せ
、
稲

刈
り
、
授
業
補
助
、
備
品
点
検
、

給
食
準
備
、
下
校
指
導

　初
日
に
体
験
し
た
稲
刈
り
は
暑

く
て
大
変
で
し
た
が
、
小
学
生
は

楽
し
そ
う
に
笑
顔
で
活
動
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
僕
も
疲

れ
を
感
じ
ず
頑
張
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
小
学
生
と
触
れ
合
う
中

で
、
自
分
は
知
っ
て
い
て
も
相
手

は
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う

こ
と
が
す
ご
く
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
自
分
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
る
こ
と
で
も
、
小
学
生
に
伝

え
る
と
き
に
は
理
由
を
説
明
し
、

相
手
が
納
得
で
き
る
よ
う
に
話
す

こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
し
た
。
一

方
的
に
話
を
す
る
の
で
は
な
く
、

相
手
の
様
子
を
見
て
伝
え
る
工
夫

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
学
生
と
の
触
れ
合
い
で

様
々
な
気
づ
き
や
学
び

職場体験を通し
　　　　未来の可能性を広げる―

大
田
三
中
３
年
　福
谷
　颯
介

７



問
政
策
企
画
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
６
）
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石
見
銀
山
の
栃
畑
谷
に
あ
る
発

掘
調
査
現
場
で
、
明
治
初
期
の
製

錬
所
跡
２
棟
を
含
む
計
３
棟
の
建

物
跡
と
、
そ
れ
ら
を
囲
む
溝
跡

を
、
10
月
27
日
に
一
般
公
開
し
ま

し
た
。

　
遺
構
は
「
龍
源
寺
間
歩
」
出
口

か
ら
南
へ
２
０
０
ｍ
の
佐
毘
売
山

神
社
の
向
か
い
に
あ
り
、
明
治
初

期
の
金
属
生
産
の
実
態
が
分
か
る

貴
重
な
資
料
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
市
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
訪
れ
、
専
門
職
員
の
解
説
を

興
味
深
く
聴
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
明
る
く
元
気
な
「
お
お
だ
」
を

創
り
あ
げ
る
「
共
創
」
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
域
へ
出

向
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
対
話
す

る
「
市
長
と
語
る
会
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
10
月
24
日
、
銀
の
道
商
工
会

で
、
銀
の
道
商
工
会
女
性
部
と
の

「
市
長
と
語
る
会
」
が
開
催
さ
れ

「
女
性
か
ら
見
た
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
観
光
、
交
通
・
道
路
整
備
、
買

　「
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
瑞
風
」
の
立
ち
寄
り
を

き
っ
か
け
に
、
銀
の
道
商
工
会
女

性
部
と
安
原
か
ま
ぼ
こ
が
共
同
開

発
し
た
「
酒
菜
蒲
鉾
　
あ
な
ご
山

椒
」
と
「
安
原
か
ま
ぼ
こ
詰
め
合

わ
せ
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
陰
沖
の
ア
ナ
ゴ
が
贅
沢
に
使

用
さ
れ
た
「
あ
な
ご
山
椒
」
を
試

食
し
た
市
長
は
「
山
椒
が
ピ
リ
ッ

と
効
い
て
い
て
お
酒
に
合
う
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
11
月
３
日
、
山
口
八
幡
宮
（
山

口
町
）
で
秋
の
例
大
祭
が
あ
り
、

５
年
ぶ
り
に
「
山
口
花
車
」
が
繰

り
出
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
１
０
０
年
以
上
続
く
伝
統
あ
る

こ
の
行
事
は
、
高
さ
５
ｍ
の
花
車

を
住
民
が
押
し
な
が
ら
集
落
を
練

り
歩
き
、
五
穀
豊
穣
を
祝
い
、
感

謝
す
る
も
の
。
今
回
は
初
め
て
子

ど
も
花
車
も
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
太
鼓
や
音
頭

に
合
わ
せ
、
色
と
り
ど
り
の
紙
花

や
絵
馬
が
飾
ら
れ
た
花
車
を
回
転

さ
せ
た
り
、
前
後
に
激
し
く
揺
ら

す
な
ど
し
、
翌
年
の
豊
作
を
祈
願

し
ま
し
た
。

花
車
を
激
し
く
揺
ら
し
な
が
ら
練
り
歩

き
ま
し
た

明治初期の製錬所跡を一般公開
栃畑谷地区発掘調査

色とりどりの紙花揺らし 豊作に感謝
北三瓶に残る文化と歴史「山口花車」

専
門
職
員
の
解
説
を
聴
く
参
加
者

銀の道商工会女性部の皆さんとの「ふれあいトーク」の様子

銀の道商工会女性部×安原かまぼこ

新商品を共同開発

い
物
の
便
、
教
育
に
つ
い
て
の
４

つ
の
項
目
ご
と
に
、
女
性
の
視
点

か
ら
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
を
率

直
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
直
接
市
長
と

お
話
し
で
き
る
機
会
が
で
き
て
、

思
っ
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
、

そ
れ
に
対
す
る
市
長
の
考
え
が
わ

か
り
、
有
意
義
な
時
間
だ
っ
た
」

「
不
満
や
疑
問
は
抱
え
て
い
る
だ

け
で
は
進
ま
な
い
も
の
だ
と
実
感

し
た
。市
長
の
話
も
だ
が
、皆
さ
ん

の
話
も
す
ご
く
参
考
に
な
っ
た
」

な
ど
と
声
が
あ
り
ま
し
た
。

銀
の
道
商
工
会
女
性
部

「
市
長
と
語
る
会
」を
開
催
《市ホームページ》
市長の日記



問
農
林
水
産
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
８
８
）

問
総
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
３
）
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10
月
28
日
、
明
治
安
田
生
命
保

険
相
互
会
社
（
永
島
英
器
代
表
）

松
江
支
社
の
「
私
の
地
元
応
援
募

金
」
目
録
贈
呈
式
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
明
治
安
田
生

命
保
険
相
互
会
社
が
、
よ
り
豊
か

な
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
、
全
国
の
自
治
体

な
ど
に
「
地
元
の
元
気
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
寄
附
を

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
大
田
市
へ
の
寄
附
は
令
和
２
年

度
か
ら
引
き
続
き
５
回
目
で
、
寄

附
金
は
健
康
増
進
事
業
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

フードスタイリストの飯島奈美氏

寄 附

明治安田生命保険相互会社　松江支社　
小山陽子支社長（右）

特
産
づ
く
し
の
天
丼
で
き
ま
し
た

「
石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
と
「
大
田
の
大
あ
な
ご
」
を

使
用
し
た
天
丼
を
フ
ー
ド
ス
タ
イ
リ
ス
ト
が
考
案

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

「
私
の
地
元
応
援
募
金
」

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

　
10
月
17
日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見

銀
山
地
区
本
部
（
川
上
隆
常
務
理

事
本
部
長
）
は
、
大
田
市
産
の
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
と
ア
ナ
ゴ
を
使
用
し

た
天
丼
の
お
披
露
目
会
を
開
催

し
、
行
政
や
生
産
者
、
地
元
飲
食

店
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
天
丼
は
、
本
市
で
産
地
化

を
進
め
て
い
る
「
石
見
銀
山
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
」
と
「
大
田
の
大
あ
な

ご
」
を
使
用
し
、
石
見
神
楽
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
フ
ー
ド
ス
タ
イ
リ
ス

ト
の
飯
島
奈
美
氏
が
考
案
し
ま
し

た
。

　
天
丼
に
は「
大
田
の
大
あ
な
ご
」

の
天
ぷ
ら
が
３
個
の
せ
ら
れ
そ
の

大
き
さ
は
ど
ん
ぶ
り
か
ら
は
み
出

す
ほ
ど
。
色
と
り
ど
り
の
ソ
ー
ス

が
か
け
ら
れ
た
こ
の
天
ぷ
ら
は
、

神
楽
に
登
場
す
る
大
蛇
に
見
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
輪
切
り
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ

に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
刺
し
た
天
ぷ

ら
は
剣
に
見
立
て
ら
れ
て
お
り
、

ど
ん
ぶ
り
の
中
で
壮
大
な
神
楽
の

世
界
観
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
天
丼
に
か
け
る
ソ
ー
ス
は
、
刻

ん
だ
シ
ソ
や
ネ
ギ
に
ワ
サ
ビ
を
合

わ
せ
た
特
製
ソ
ー
ス
、
し
ば
漬
け

や
梅
肉
を
入
れ
た
タ
ル
タ
ル
ソ
ー

ス
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
し
ょ
う

ゆ
ベ
ー
ス
の
ソ
ー
ス
の
３
種
類
あ

り
、
見
た
目
を
楽
し
み
な
が
ら
色

ん
な
味
を
楽
し
め
る
の
が
、
こ
の

天
丼
の
特
徴
。

　
試
食
し
た
関
係
者
ら
は
「
３
種

類
の
ソ
ー
ス
で
、
味
を
変
え
な
が

ら
飽
き
ず
に
食
べ
ら
れ
る
」「
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
甘
み
と
歯
ご
た
え

が
食
べ
て
い
て
楽
し
い
」
な
ど
と

話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
天
丼
の
レ
シ
ピ
は
、
希
望

す
る
地
元
飲
食
店
に
公
開
さ
れ
る

予
定
で
、
大
田
市
の
魅
力
発
信
や

「
石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」「
大

田
の
大
あ
な
ご
」
な
ど
、
大
田
市

産
食
材
の
知
名
度
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
田
市
社
会
福
祉
事
業
団
が
、

大
田
市
日
本
遺
産
推
進
協
議
会
の

石
見
の
火
山
活
用
事
業
補
助
金
と

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
田
の
寄

附
金
を
受
け
「
大
田
大
好
き
絵

本
」（
神
様
が
鬼
に
な
っ
た
話
・

鬼
村
の
む
か
し
ば
な
し
）
を
発
行

し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら

地
域
に
残
る
史
跡
や
伝
統
に
興
味

を
も
つ
き
っ
か
け
に
と
、
10
月
30

日
、
大
田
市
に
絵
本
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

寄 贈

大田市社会福祉事業団　田辺智子理事長
（左から２番目）と関係者ら

大
田
市
社
会
福
祉
事
業
団

「
大
田
大
好
き
絵
本
」

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

「石見銀山アスパラガス」と「大田の大あなご」を
使用した天丼
「石見銀山アスパラガス」と「大田の大あなご」を
使用した天丼
「石見銀山アスパラガス」と「大田の大あなご」を
使用した天丼
「石見銀山アスパラガス」と「大田の大あなご」を
使用した天丼



３年男子
優勝　古瀬伊織　 鳥井
２位　長谷田晴斗 大田
３位　宅和大悟　 鳥井
３年女子
優勝　芝尾成海　 高山②
２位　松村妃菜　 長久
３位　多根未來　 大田
４年男子
優勝　木島淳生　 久手
２位　松村俊希　 仁摩
３位　渡邊良太　 長久
４年女子
優勝　多根真凛　 大田
２位　佐々木晴莉 五十猛
３位　月森めい　 久手
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「
か
か
り
つ
け
医
」持
っ
て
い
ま
す
か
？

医
療
機
関
の
適
正
受
診
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　「
か
か
り
つ
け
医
」は
、今
か
か
っ
て
い
る
病
気
や
こ
れ
ま
で
か
か
っ
た

病
気
、
ど
ん
な
薬
を
飲
ん
で
い
る
か
な
ど
を
把
握
し
、
日
常
的
な
診
療
や

健
康
管
理
を
し
て
く
れ
る
身
近
な
お
医
者
さ
ん
で
す
。

　
自
分
や
家
族
の
健
康
を
守
る
た
め
に
信
頼
で
き
る
「
か
か
り
つ
け
医
」

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

「
か
か
り
つ
け
医
」を
持
つ
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト

◆
　
１
人
の
医
師
と
継
続
的
に
長

　
い
お
付
き
合
い
が
で
き
、
病
気

　
や
体
質
の
こ
と
を
わ
か
っ
た
う

　
え
で
診
察
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。

◆
　
高
度
な
治
療
が
必
要
と
判
断

　
さ
れ
た
場
合
、
適
切
な
病
院
、

　
診
療
科
の
紹
介
が
受
け
ら
れ
ま

　
す
。

◆
　
日
頃
の
状
態
を
よ
く
知
っ
て

　
い
る
と
体
調
の
変
化
に
も
気
づ

　
き
や
す
く
、
病
気
の
予
防
や
早

　
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
が

　
り
ま
す
。

◆
　
健
康
に
つ
い
て
の
悩
み
を
気

　
軽
に
相
談
で
き
、
食
事
や
運
動

　
な
ど
普
段
の
健
康
管
理
、
健
康

　
維
持
に
関
し
て
的
確
な
ア
ド
バ

　
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

医
療
機
関
の
適
正
受
診
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　「
か
か
り
つ
け
医
」
が
い
る
と
、

突
然
の
体
の
異
変
や
救
急
の
事
態

が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
安
心
し

て
判
断
を
任
せ
ら
れ
ま
す
。
特
に

受
診
・
治
療
中
の
病
気
の
急
変
や

悪
化
の
場
合
は
、
普
段
診
て
も

ら
っ
て
い
る
医
師
に
相
談
す
る
方

が
よ
り
適
切
な
診
断
が
で
き
ま

す
。
意
識
が
な
い
、
呼
吸
困
難
、

激
痛
な
ど
緊
急
性
が
高
い
場
合
を

除
き
、
急
な
病
気
で
通
常
の
診
療

時
間
ま
で
待
て
な
い
と
き
は
、
ま

ず
は
「
か
か
り
つ
け
医
」
に
連
絡

が
つ
く
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
診

療
時
間
外
の
受
診
は
、
電
話
で
の

事
前
の
連
絡
が
必
要
で
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
で
あ
る
救
急
車

や
救
急
医
療
を
必
要
な
人
に
届
け

る
た
め
、
医
療
機
関
の
適
正
受
診

に
つ
い
て
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
休
日
・
夜
間
の
子
ど
も
の
急
な

病
気
で
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た

ら
よ
い
か
、
受
診
を
し
た
方
が
よ

い
か
な
ど
判
断
に
迷
っ
た
と
き

は
、「
子
ど
も
医
療
電
話
相
談

#8000

」、「
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
こ
ど

も
の
救
急
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ONLINEこどもの救急
（公益社団法人日本小児科学会）

こども　救急

【対象年齢】生後１ヶ月～6歳
kodomo-qq.jp

問
医
療
政
策
課

（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
０
５
７
）

つながらない場合
☎03‐3478‐1060

＃８０００

【受付時間】
平日／19：00～翌朝９：00
土日・祝日／９：00～翌朝９：00
※　東京都内までの通話料が必要です。

子ども医療電話相談

第68回大田市小学校体操競技会結果
10月５日、大田総合体育館にて開催（○内の数字は学年）
総合順位

５年男子
優勝　宇谷　昊　 大田
２位　和田慶音　 大田
３位　安井貴一　 大田
５年女子
優勝　渡邊成美　 久手
２位　井上風花　 大田
３位　吉田果央　 志学
６年男子
優勝　芝尾知紘　 高山
２位　野上航二郎 大田
３位　田中大翔　 朝波
６年女子
優勝　佐々木心春 五十猛
２位　福間萌子　 長久
３位　岡田楓香　 長久

男子（マット）
優勝　木島淳生　 久手④
２位　宇谷　昊　 大田⑤
３位　芝尾知紘　 高山⑥
女子（マット）
優勝　多根真凛　 大田④
２位　渡邊成美　 久手⑤
３位　佐々木心春 五十猛⑥
３位　月森めい　 久手④

男子（鉄棒）
優勝　木島淳生　 久手④
２位　野上航二郎 大田⑥
３位　芝尾知紘　 高山⑥
女子（鉄棒）
優勝　渡邊成美　 久手⑤
２位　多根真凛　 大田④
３位　佐々木心春 五十猛⑥
３位　佐々木晴莉 五十猛④

男子（跳び箱）
優勝　芝尾知紘　 高山⑥
２位　宇谷　昊　 大田⑤
３位　木島淳生　 久手④
女子（跳び箱）
優勝　渡邊成美　 久手⑤
２位　井上風花　 大田⑤
３位　福間萌子　 長久⑥

男子（倒立競争）
優勝　野上航二郎 大田⑥
２位　木島淳生　 久手④
３位　芝尾知紘　 高山⑥
女子（倒立競争）
優勝　佐々木心春 五十猛⑥
２位　山根あおい 長久④
３位　多根真凛　 大田④
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オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
車
の
実
証
実
験
が

始
ま
り
ま
し
た

　
川
本
町
の
社
会
医
療
法
人
仁
寿

会
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
機
能
を

備
え
た
車
を
自
宅
や
集
会
所
な
ど

に
派
遣
し
、
車
両
内
で
仁
寿
会
の

医
師
と
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
お

こ
な
う
実
証
実
験
が
、
大
田
市
・

川
本
町
・
美
郷
町
で
始
ま
り
ま
し

た
。

　
こ
の
実
証
実
験
は
、
経
済
産
業

省
の
「
地
域
新
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
創
出
推

進
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
も
の

で
、
診
療
車
に
は
、
医
師
・
看
護

師
の
代
替
者
と
し
て
検
討
さ
れ

て
い
る
、
救
急
救
命
士
や
准
看
護

師
に
よ
る
診
療
補
助
に
よ
り
、
医

師
・
看
護
師
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
の

促
進
や
、
医
師
が
少
な
い
中
山
間

地
域
の
医
療
課
題
の
解
決
を
目
指

し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
大
田
市
で
は
仁
寿
会
に
よ
り
巡

回
診
療
を
さ
れ
て
い
る
、
祖
式
診

療
所
で
10
月
17
日
・
31
日
に
、
福

波
診
療
所
で
10
月
23
日
に
実
証
実

験
が
実
施
さ
れ
、
来
年
度
以
降
も

続
く
予
定
で
す
。

問
医
療
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
７
）

地元の若者を中心とした団体「ゆのつ組」

「松江ツーリズム研究会

観光大賞」を受賞し 喜びを報告

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
車

車
内
で
の
診
療
の
様
子

ｍｉｎｏｙａ（温泉津町）×大田市観光協会

台湾と石見銀山の友好をイメージした

「白銀牌ビール」を商品開発
　島根県の観光振興に寄与した団体などを表彰する

「第７回松江ツーリズム研究会観光大賞」（一般社団
法人松江ツーリズム研究会基金主宰）に、温泉津町
で活動する「ゆのつ組」が選ばれたことを11月11日、
市長に報告しました。
　「ゆのつ組」は温泉津に住む、または勤務する45人
ほどの若者らで構成されており、15年に渡り、さま
ざまなイベントを企画運営してきました。多くのイ
ベント開催を通じて、誘客をはじめ、まちづくり・
人づくりをおこなうなどの取り組みが評価され、今
回の受賞となりました。
問観光振興課・大田市観光協会（☎0854‐88‐9950）

　台湾の新北市立黄金博物館と石見銀山世界遺産セ
ンターの姉妹館調印式が11月４日におこなわれるの
に合わせ、双方の友好をイメージしたクラフトビー
ル「白銀牌ビール」を一般社団法人大田市観光協会
とｍｉｎｏｙａ（温泉津町）が連携して開発・販売
開始することを、11月11日に市長に報告しました。
　副原材料には、台湾の茶葉、仙ノ山の麓の米、三
瓶の水を使用するなど、こだわりが詰まった一品。
インバウンドの観点からも、台湾からの来訪者の受
け入れを意識しており、世界遺産登録20周年記念の
機運醸成アイテムとなることが期待されています。
問一般社団法人 大田市観光協会（☎0854‐88‐9950）

「ゆのつ組」の小川知興代表（左） 台湾と石見銀山の友好をイメージしたクラフトビール

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記
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11
月
4
日
、
石
見
銀
山
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
と
台
湾
新
北
市
立
黄

金
博
物
館
が
友
好
連
携
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
締
結
式
は
、
武
田
祐
子
教
育
長

を
代
表
と
し
て
、
島
根
県
議
会
の

生
越
俊
一
副
議
長
を
始
め
と
す
る

訪
問
団
が
訪
台
し
、
黄
金
博
物
館

で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
黄
金
博
物
館
の
開

館
20
周
年
の
節
目
の
日
で
も
あ

り
、多
く
の
地
元
の
人
が
参
加
し
、

お
祝
い
ム
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
新
北
市
立
瑞
芳
高
級

鉱
業
職
業
学
校
に
よ
る
儀
仗
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
開
幕
。
石
見
銀

山
の
紹
介
動
画
が
流
さ
れ
た
後

に
、
生
越
副
議
長
と
武
田
教
育
長

が
あ
い
さ
つ
、
こ
れ
に
応
え
て
黄

金
博
物
館
か
ら
は
石
見
銀
山
と
の

長
い
交
流
の
あ
ゆ
み
を
映
像
で
紹

介
し
た
後
、
林
館
長
の
歓
迎
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
双
方
で
協
定
書

に
記
名
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
お
祝
い
の
ケ
ー
キ
が

登
場
し
、
武
田
教
育
長
と
林
館
長

が
ケ
ー
キ
に
入
刀
し
、
切
り
分
け

た
ケ
ー
キ
が
来
場
者
に
ふ
る
ま
わ

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
抽
選
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
大
田
市
観
光
協
会
の
谷
本
隆

臣
会
長
が
抽
選
者
と
な
り
石
見
銀

山
特
別
賞
を
選
ぶ
な
ど
、
和
や
か

で
盛
り
上
が
っ
た
締
結
式
と
な
り

ま
し
た
。
　

　
こ
う
し
た
様
子
は
、台
湾
で
は
、

新
聞
各
社
の
み
な
ら
ず
外
務
省
に

あ
た
る
外
交
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
紹
介
さ
れ
、
関
心
の
高
さ
を

示
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
両
館
が
相
互
に
交
流
を

深
め
、
連
携
す
る
こ
と
で
、
鉱
山

遺
跡
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
と

と
も
に
、
教
育
を
始
め
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

友
好
連
携
協
定
締
結
で

鉱
山
遺
跡
へ
の
興
味
関
心
の
高
ま
り
に
期
待

12

林黄金博物館館長（左から４番目）、武田教育長（左から５番目）
と関係者ら

石見銀山世界遺産センターと
台湾新北市立黄金博物館が

友好連携協定を締結

問石見銀山課（☎0854‐83‐8131）

はじめまして！
地域おこし協力隊の

山田  曜子です

外
国
人
観
光
客
に
一
緒
に
石
見
銀
山
の
魅
力
を
伝
え
る

通
訳
ガ
イ
ド
仲
間
を
募
集
中
！

　
お
お
だ
の
皆
さ
ま
、
初
め
ま
し

て
。
９
月
か
ら
協
力
隊
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。 

　

　
ご
縁
あ
っ
て
８
年
前
に
大
森
町

を
訪
れ
た
際
、
美
し
い
自
然
や
町

並
み
は
も
ち
ろ
ん
、
出
会
っ
た
町

の
人
々
や
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
に

魅
了
さ
れ
、
出
産
を
機
に
「
こ
の

町
で
子
育
て
を
し
た
い
」
と
家
族

４
人
で
鎌
倉
市
か
ら
移
住
し
て
き

ま
し
た
。
　

　
私
の
活
動
内
容
は
、
石
見
銀
山

の
魅
力
と
価
値
を
伝
え
る
外
国
語

通
訳
ガ
イ
ド
を
育
成
し
、
ガ
イ
ド

組
織
を
作
る
こ
と
で
す
。
地
域
に

根
ざ
し
続
け
る
持
続
可
能
な
ガ
イ

ド
組
織
の
設
立
に
よ
っ
て
、
若
者

の
定
住
や
移
住
を
促
進
す
る
一
助

に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員

と
し
て
ア
フ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ
ア

な
ど
の
途
上
国
支
援
業
務
に
従
事

し
て
培
っ
た
語
学
力
（
英
語
や
フ

ラ
ン
ス
語
な
ど
）や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
活
か
し
、
石
見
銀
山

が
持
つ
世
界
に
誇
れ
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
外
国
人
観
光
客
の
方
々
に
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

帰
国
後
も
「
ず
っ
と
繋
が
っ
て
い

た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
記
憶
に

残
る
感
動
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

世
界
中
に
石
見
銀
山
の
関
係
人
口

が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
】

　
地
方
自
治
体
が
都
市
地
域
か
ら

の
移
住
者
を
『
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
』
と
し
て
任
命
し
、
地
域
の

魅
力
Ｐ
Ｒ
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
協
力
活
動

を
お
こ
な
い
な
が
ら
、
そ
の
地
域

へ
の
定
住
定
着
を
図
る
総
務
省
の

取
り
組
み
で
す
。

問
石
見
銀
山
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
１
）

し
ん
ほ
く

ず
い
ほ
うぎ 

じ
ょ
う
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開
所
式
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
お
こ
な
う

関
係
者
ら

火
災
予
防
の
思
い
を
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
た
連
凧

　
11
月
４
日
、
三
瓶
山
西
の
原
で

三
瓶
凧
ク
ラ
ブ
と
大
田
消
防
署
三

瓶
出
張
所
合
同
で
、
連
凧
を
用
い

た
イ
ベ
ン
ト
「
凧
で
つ
な
が
る
火

災
予
防
」が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
澄
み
渡
る
秋
空
の
下
、
50
ｍ
を

超
え
る
連
凧
が
、
色
づ
き
始
め
た

紅
葉
の
三
瓶
山
西
の
原
の
空
を
舞

い
上
が
り
ま
し
た
。

　
凧
に
は
池
田
保
育
園
・
志
学
保

育
園
の
園
児
に
よ
り
消
防
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ

て
お
り
、
火
災
予
防
へ
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
10
月
30
日
、
久
利
・
大
屋
地
区

の
新
し
い
交
流
拠
点
施
設
「
き
ず

な
」
が
完
成
し
、
開
所
式
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
特
産
品
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
カ
フ
ェ
や
物

販
コ
ー
ナ
ー
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
な

ど
を
備
え
、
地
域
の
生
活
支
援
や

活
性
化
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ

ま
す
。

　
久
利
大
屋
地
区
小
さ
な
拠
点
推

進
協
議
会
の
森
山
護
会
長
は
「
こ

の
地
域
が
一
つ
に
な
っ
て
活
用
し

て
い
く
。皆
さ
ん
に
来
て
も
ら
い
、

喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

凧でつながる火災予防
火災予防凧あげイベント

持続可能な まちづくりの拠点に期待
久利・大屋地区の新しい交流拠点施設「きずな」

　
10
月
18
日
、
株
式
会
社
山
﨑
組

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
目
標
で

あ
る「
環
境
問
題
」を
、よ
り
身
近

な
も
の
と
し
て
感
じ
て
も
ら
う
た

め
に
創
造
し
た
「
環
境
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
お
披
露
目
が

市
役
所
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ヤ
マ
ち
ゃ
ん
」

と
「
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
」
は
、
地
球
環

境
を
守
る
た
め
に
宇
宙
か
ら
や
っ

て
来
た
宇
宙
人
。
こ
の
日
は
大
田

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ら
と
ち
ゃ
ん
」と
、市
内
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
コ
ラ
ボ
出
演
し
、
協

力
し
合
う
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
２
０
２
７
年
（
令
和
９
年
）
に

大
田
市
と
韓
国
テ
ジ
ョ
ン
廣
域
市

と
の
姉
妹
都
市
縁
組
締
結
40
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念
事
業

の
実
施
と
コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
り
途

絶
え
て
い
た
交
流
事
業
の
再
開
に

向
け
て
協
議
を
始
め
る
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
に
、
10
月
24
日
、
社

団
法
人
国
際
交
流
文
化
院
の
関
係

者
ら
が
大
田
市
役
所
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
大
田
市
の
貴
重
な
観
光

資
源
に
触
れ
て
も
ら
い
、
大
田
市

を
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
２
日
間
に
渡
り
、
石
見
銀
山

と
三
瓶
山
を
案
内
し
ま
し
た
。

左
か
ら
キ
ム
・
ジ
ン
ベ
顧
問
、イ
・
テ
ボ
ム

理
事
長
、
市
長
、
グ
・
ボ
ン
モ
総
務
理
事

環境問題の解決に向けて出動！
地球環境を守るためにやってきた宇宙人

国際交流文化院の関係者が来市
韓国テジョン廣域市との交流再開に向けて―

「
ヤ
マ
ち
ゃ
ん
」（
左
）

「
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
」（
右
）

まちの話題を紹介

《市ホームページ》
　市長の日記



健康長寿「＋１」活動
プラスワン

　島根県と県内自治体が推進する健康づくり
活動。減塩や運動、野菜摂取、たばこ対策な
ど、健康に関する取り組みを「なにか１つ」
加えることで、皆さんの健康意識を高め、生
活習慣の改善につなげます。

分かってはいるけど、どうしたらいいの？

リスクがあればあなたはどうする？

広報おおだ　Ｒ6（2024）12.19 14

こんにちは
保健師です

あなたの－（マイナス）２㎏
　　　　　 応援します！～特定保健指導～

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

　６月から12月まで実施していた今年度の特定健康診査も終わりを迎えますが、
今年の結果はいかがだったでしょうか。そもそも特定健康診査（以下、特定健診）
とは、糖尿病などの生活習慣病の発症や、重症化を予防することを目的とした、
メタボリックシンドロームに着目した健診です。その健診の結果、必要な人に特
定保健指導を受けていただくことで、生活習慣病やその先にある重大な病気（脳
卒中や心筋梗塞など）を少しでも減らしたいというのが、私たち保健師・栄養士
の願いです。

　今すぐ重大な病気が見つからなくても、将来重大な
病気になる『リスク』を見つけるのが特定健診です。
「体重が増えてきた」「ズボンがきつくなってきた気が
する…」という段階で生活習慣を見直して改善してい
くことが大切です。

　長年の生活習慣を自分一人で見直して改善していく
ことは、継続するだけでも難しいものです。
　市では大田市国民健康保険加入者で、特定健診の結
果、必要な人には市役所や委託先の保健師・栄養士が
生活改善のサポートをさせていただいています。一人
ひとりの生活状況を聞き取ったうえで、生活に合わせ
た実現可能な数値目標、行動目標を設定し、数か月間
取り組むという内容です。
　相談は無料です。個別にご案内があった際には、ぜ
ひご利用ください。

大田市国民健康保険加入者以外の人は…

　協会けんぽや共済保険などの社会保険加入者に対し
ても、各保険者が特定保健指導を実施しています。
　加入している社会保険からの案内をご確認ください。

さまざまな生活習慣

内臓脂肪の蓄積（腹囲やＢＭＩの増加）

脳卒中、心筋梗塞、糖尿病合併症など

血圧・ＬＤＬコレステロール
血糖・HbA1cなどの数値の悪化

気付かない

　　　うちに…

血管がどんどん

　　　　傷んで…

毎日体重計に乗ろう！
今月の「＋１」

プラスワン
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大田市役所　４階和室９:30~10:30
受付９:15～31日㈮

育児教室
〔ぴよぴよ〕
（妊娠期）

22日㈬

８日㈬

13:00～16:15

９:00～10:30

子ども家庭センター
「おおだっこ」

（大田市役所１階）

乳幼児相談 大田市役所　４階和室 身体計測、育児相談
栄養相談、授乳相談

身体計測、授乳相談

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

母子健康手帳対象：妊娠中の人と
  その家族

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの

授乳相談
ごくごく

健康ガイド１月 
問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

がん検診
市ホームページ
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☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。
☆受診時に保険証など、証明できる書類の提示が必要です。

※　市役所健康増進課（☎0854‐83‐8151）へ電話、または下記二次元コードから予約してください。
種　類

50歳以上の大田市民
◎自己負担金　　　3,000円
・無料になる人：生活保護世帯の世帯
　員、市民税非課税世帯の世帯員のみ

医療機関 対象者など

胃がん
(胃カメラ)

検診
大田市 ※　市の胃がん検診は２年に１回の受診間

隔のため、令和５年度に胃がん検診（バリ
ウム検査・胃カメラ検査）を受けた人は、
対象外となります。

大田呼吸循環クリニック、合原医院、昭和医院、
石田医院、福田医院、木島医院、郷原医院

予約サイト

※　直接各医療機関へ予約してください。がん検診（個別）
医療機関種　類 対象者など

20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

☆子宮頸がん
検診

大田市

出雲市

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市 島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

ひゃくどみクリニック（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853‐20‐0649）

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571） 40歳以上の女性
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は２回の受診が必要です

ご協力ください
「献血」は命をつなぐボランティア

皆さんの善意の献血によって
多くの患者さんの命が救われます

１月７日㈫
・９:30～11:30　大田市消防本部　　
・13:30～16:00　大田市役所

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

１月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」（母子モ）にてお申し込みください。
ぼ　し　も



問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）
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ポーランドと石見銀山

おはなし会
古文書を読む会

「鈴木賞」作品展示
おはなし会
フォトクラブ“遊”写真展

図書館
11日㈯
18日㈯
４日㈯～19日㈰
18日㈯
５日㈰～18日㈯

中 央

仁 摩

14:00～14:20
14:00～16:00

10:15～10:45

行　　事 日　　時 土火 木 金日 月 水

⑤
⑫
⑲
26

６

13

20

27

７

14

21

28

④
⑪
⑱
25

３

10

17

24

31

２

９

16

23

30

１

８

15

22

29

　「イグアナの花園」　上畠　菜緒／著　集英社

　　　　　　　　　　　　　　　（中央図書館所蔵）

　小さい頃から人とのコミュニケー
ションが苦手な美苑。聞こえてくる
のは、蛙や蛇の声。そんな美苑は母
に、半年以内に結婚相手を連れてき
なさいと言われ…。美苑の良き理解
者、イグアナのソノをはじめ、美苑
を取り巻く人たちとの関わりが、温
かく描かれています。

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～12:00、13:00～17:00

おすすめの本

第21回
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今
回
は
、
大
田
市
か
ら
遠
く
離

れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
世
界
遺
産

「
タ
ル
ノ
フ
ス
キ
ェ
・
グ
ル
ィ
の

鉛
・
銀
・
亜
鉛
鉱
山
と
そ
の
地
下

水
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
紹
介
し
ま

す
。
タ
ル
ノ
フ
ス
キ
ェ
・
グ
ル
ィ

は
１
５
２
６
年
に
鉱
山
都
市
と
し

て
認
可
さ
れ
、
１
９
１
３
年
ま
で

採
掘
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
石
見
銀
山
は
１
５
２
７
年
に

発
見
さ
れ
、
１
９
２
３
年
に
休
山

し
て
い
る
の
で
、
偶
然
に
も
ほ
ぼ

同
時
期
に
稼
働
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
盛
期
に
は
大
量
の
鉛
・
亜
鉛

を
産
出
し
て
、
国
際
貿
易
の
発
展

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
の
振
興
に
寄

与
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
鉱
山

に
関
連
す
る
28
の
施
設
が
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
見
銀
山
と
直
接
の
関
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
も
に
16
世
紀

に
お
け
る
世
界
的
な
経
済
・
文
化

交
流
に
大
き
く
貢
献
し
た
歴
史
的

な
価
値
を
共
有
し
て
い
る
こ
と

や
、
閉
山
後
に
は
地
域
の
人
々
に

よ
っ
て
遺
跡
の
保
存
活
用
が
図
ら

れ
た
こ
と
が
共
通
し
て
い
ま
す
。

　「
グ
ル
ィ
」と
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語

で
「
山
」
を
指
す
言
葉
で
す
が
、

現
地
に
山
は
な
く
、
鉱
山
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
広
大
な
平
野
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
平
野
を
竪
坑

（
垂
直
方
向
に
掘
ら
れ
た
坑
道
）で

地
下
へ
と
掘
削
し
、
鉱
脈
に
あ

た
っ
た
と
こ
ろ
を
広
げ
て
採
掘
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
こ

で
の
「
グ
ル
ィ
」
と
は
、
鉱
山
を

掘
っ
て
捨
て
ら
れ
た
土
で
あ
る
ボ

タ
山
を
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

石
見
銀
山
で
は
鉱
脈
を
探
す
た
め

に
、
ヘ
ビ
ノ
ネ
ゴ
ザ
（
シ
ダ
植
物
）

な
ど
の
特
徴
的
な
植
物
な
ど
を
目

印
に
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
タ
ル
ノ
フ
ス
キ
ェ
・

グ
ル
ィ
で
は
、
探
鉱
に
際
し
て
の

目
印
は
特
に
な
く
、
竪
坑
が
鉱
床

に
あ
た
っ
た
と
き
に
は
幸
運
を
称

え
て
お
祝
い
を
し
た
そ
う
で
す
。

　
余
談
で
す
が
、
石
見
銀
山
で
は

こ
れ
ま
で
に
約
１
０
０
０
か
所
の

間
歩
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
タ
ル
ノ
フ
ス
キ
ェ
・
グ
ル
ィ

で
は
、
竪
坑
が
２
万
か
所
以
上
見

つ
か
っ
て
お
り
、
活
発
に
採
掘
さ

れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

市ホームページ

◇１月の行事

※　各図書館の展示内容はホームページで紹介しています

臨時休館について
　１月20日㈪から31日㈮まで、図書館システムの更新と蔵書点検のため、３館とも臨時休館します。本の返却は、
各図書館の返却ポストをご利用ください。ご不便をおかけしますが、ご理解くださいますようお願いします。

◇展示テーマ
「Culture ～カルチャー～」
　食文化をはじめ、たくさんの“文化”があ
ります。今月の展示は国内外のいろいろな文
化をお届けします。

中
　央

仁
　摩

「１年間　月々のこと」
　令和７年がやってきます。新しい月を、一
つひとつ大切に過ごしていきましょう。月々
の出来事や行事を伝える本を展示します。

こ
う
し
ょ
う

た
て
こ
う

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

１月の図書館お休みの日

み その
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最
初
の
出
会
い

　
私
た
ち
夫
婦
が
里
親
に
な
ろ
う

と
思
っ
た
の
は
、
な
か
な
か
実
子

に
恵
ま
れ
ず
、
ど
う
し
て
も
子
ど

も
を
育
て
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
ん
な
と

き
、
里
親
制
度
の
こ
と
を
知
り
、

平
成
９
年
に
里
親
登
録
を
し
ま
し

た
。

　
年
齢
的
に
は
当
時
私
は
30
代
後

半
、
夫
は
40
代
後
半
と
、
子
育
て

に
は
高
齢
と
な
る
の
で
、
半
ば
諦

め
て
い
ま
し
た
が
、
３
年
後
に
児

童
相
談
所
よ
り
突
然
の
一
報
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
初
の
出
会
い
は
乳
児
院
で
、

３
歳
８
か
月
の
男
の
子
で
し
た
。

私
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
「
ス
ー
」
と

寄
っ
て
き
て
、手
を
つ
な
い
だ
り
、

抱
っ
こ
を
ね
だ
っ
た
り
と
、
自
然

と
打
ち
解
け
て
く
れ
た
こ
と
を
今

で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

　
児
童
相
談
所
で
の
面
会
、
１
泊

２
日
の
お
泊
り
を
経
て
、
出
会
い

か
ら
１
か
月
半
、
平
成
12
年
の
２

月
、我
が
家
へ
受
け
入
れ
ま
し
た
。

と
に
か
く
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り

で
、
何
を
ど
う
し
て
い
い
の
か

困
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
保
育
所
の
先
生
か
ら
の
勧
め
で

発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
し
た
と

こ
ろ
、
軽
度
の
知
的
障
害
と
注
意

欠
陥
多
動
性
障
害
と
診
断
さ
れ
ま

し
た
。

　
物
事
に
集
中
で
き
な
い
、
考
え

る
よ
り
も
先
に
衝
動
的
に
行
動
す

る
な
ど
の
特
性
が
あ
る
の
か
、
お

風
呂
に
１
人
で
入
浴
中
、
湯
船
を

水
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て
み
た
り
、

洗
い
場
の
一
面
を
シ
ャ
ン
プ
ー
の

泡
だ
ら
け
に
し
て
み
た
り
と
大
変

で
し
た
。
４
年
生
の
と
き
に
特
別

支
援
学
級
に
編
入
し
、
中
学
校
そ

し
て
高
校
は
特
別
支
援
学
校
と
大

き
な
病
気
や
ケ
ガ
も
な
く
成
長
し

て
く
れ
ま
し
た
。

分
か
っ
て
い
た
よ

　真
実
告
知
と
は
「
あ
な
た
は
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
本
当
の
子

ど
も
じ
ゃ
な
い
の
よ
」
と
本
人
に

告
げ
る
こ
と
で
す
。
本
当
は
小
さ

い
う
ち
に
告
知
し
た
方
が
良
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
障
害
も

あ
り
、
理
解
力
の
少
し
遅
い
子
に

話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
15
歳
の
冬
休
み
に
告
知
し
ま
し

た
が
、
最
初
の
一
言
は
「
分
か
っ

て
い
た
よ
」
で
し
た
。
何
と
な
く

周
り
の
様
子
で
本
人
な
り
に
察
し

て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
告
知

し
た
こ
と
で
、
私
達
の
心
の
荷
が

降
り
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

親
の
背
中

　
現
在
は
、養
子
縁
組
を
済
ま
せ
、

息
子
は
地
域
の
草
刈
り
や
行
事
に

参
加
す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
旺
盛
で
す
。
そ
し
て
、
私
が

長
い
間
、
病
と
闘
っ
て
お
り
ま
し

た
の
で
「
い
た
わ
り
の
言
葉
」
や

「
心
配
性
な
ど
心
の
や
さ
し
さ
」

を
も
っ
た
息
子
に
育
っ
て
お
り
、

親
の
背
中
を
見
て
い
る
の
か
と
一

安
心
し
て
お
り
ま
す
。

我
が
家
の
宝
物

　
里
親
と
は
、
実
家
庭
で
の
生
活

が
困
難
な
児
童
、
施
設
に
お
い
て

集
団
生
活
に
馴
染
め
な
い
児
童
た

ち
を
家
庭
的
な
環
境
の
中
で
育
て

て
い
く
も
の
で
す
。

　
今
ま
で
私
達
が
養
育
し
て
き
た

５
人
の
子
は
全
員
３
歳
ま
で
の
幼

児
で
、
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
大
切
な
時
期
で
す
。
ど
ん
な

姿
を
見
せ
た
ら
良
い
の
か
毎
日
が

試
行
錯
誤
で
し
た
。

　
友
達
か
ら
「
よ
ー
や
る
な
ー
、

大
変
だ
ろ
ー
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
確
か
に
よ
そ
様
の
子
ど

も
さ
ん
を
預
か
っ
て
育
て
て
い
る

の
で
大
変
は
大
変
で
す
。
何
が
大

変
か
と
言
わ
れ
て
も
一
口
で
は
言

え
ま
せ
ん
。

　
令
和
に
な
っ
た
今
も
、
痛
ま
し

い
報
道
に
触
れ
る
た
び
に
心
が
痛

み
ま
す
が
、
こ
ん
な
気
持
ち
は
里

親
な
ら
ず
と
も
、
誰
も
が
感
じ
ら

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
も
し
そ

ん
な
と
き
、
里
親
が
関
わ
り
、
支

援
の
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
て
い
た

ら
、
ま
っ
た
く
違
う
結
果
だ
っ
た

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
困
難
を
抱
え

る
子
ど
も
達
、
そ
の
家
族
の
幸
福

の
た
め
に
役
立
ち
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
里
親
に
な
っ
て
私
達
の
世
界
も

広
が
り
、友
達
も
い
っ
ぱ
い
で
き
、

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

保
育
所
の
入
園
式
、
遠
足
や
運
動

会
な
ど
の
弁
当
作
り
、
私
た
ち
夫

婦
に
も
子
ど
も
達
と
の
間
で
体
験

す
る
感
情
、
喜
び
、
楽
し
さ
、
不

安
、
悩
み
、
戸
惑
い
な
ど
人
並
み

の
親
の
味
を
体
験
さ
せ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
な
か
な
か
身
の
回
り
の
整
理
・

整
頓
の
で
き
な
い
息
子
と
甘
え
ん

坊
で
や
ん
ち
ゃ
な
子
ど
も
達
で
し

た
が
、
我
が
家
の
宝
で
す
。

　
宝
で
あ
る
子
ど
も
の
幸
せ
の
た

め
に
、
今
後
と
も
多
く
の
方
々
の

支
援
を
得
な
が
ら
皆
さ
ん
と
一
緒

に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

17

きずな

里
親
の
養
育
体
験
に
関
す
る
講
演
会

　
10
月
21
日
、
第
四
回
人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
兼
お
お
だ
ふ
れ
あ

い
会
館
第
四
回
人
権
・
同
和
問
題
研
修
会
を
大
田
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
で

開
催
し
、
１
０
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
講
師
を
２
人
お
招
き
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
里
親
体
験
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　演
題
　私
の
養
育
体
験

　講
師
　里
親
登
録
者
　百
田
佐
代
子
さ
ん

ひ
ゃ
く
だ   

さ  

よ   
こ



　
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

必
要
な
物
品
を
支
給
し
ま
す
。

▽
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
に
該
当

　
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

・
要
介
護
者
お
よ
び
介
護
者
の
世

　
帯
が
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ

　
る
こ
と
（
介
護
し
て
い
る
人
が

　
別
世
帯
の
場
合
は
、
そ
の
世
帯

　
も
非
課
税
で
あ
る
こ
と
）

・
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
要
介
護

　
認
定
で「
要
介
護
４
ま
た
は
５
」

　
と
認
定
さ
れ
た
要
介
護
者
を
在

　
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族

※
　
施
設
に
入
所
中
の
人
や
入
院

中
の
人
は
対
象
外
で
す
。

▽
支
給
さ
れ
る
介
護
用
品
の
例

　
紙
お
む
つ
、
使
い
捨
て
手
袋
、

　
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど

▽
支
給
限
度
額
　
月
額
８
０
０
０

　
円
を
上
限
に
現
物
を
支
給

※
　
支
給
を
受
け
る
に
は
事
前
に

申
請
が
必
要
で
す
。
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
７
）

マ
ネ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　
老
後
の
３
大
不
安
で
あ
る
、
お

金
、
健
康
、
孤
独
。
な
か
で
も
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
老
後
の
お
金

に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
の

問
題
と
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
不
安
の

基
を
紐
解
き
な
が
ら
、
わ
か
り
や

す
く
丁
寧
に
解
説
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
充
実
し
て

過
ご
す
た
め
に
も
、
若
い
世
代
の

人
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
１
月
11
日
㈯

　
　
　
　
13
時
〜
14
時
15
分

▽
講
師
　
野
々
村
千
映
子
さ
ん

　
　
　 

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

　
　
　
　
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

▽
対
象
　
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る

　
女
性
。
た
だ
し
、
事
業
の
趣
旨

　
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
男
性

　
の
参
加
も
可
能
。

▽
定
員
　
90
人

映
画
上
映
会

▽
日
時
　
１
月
11
日
㈯

　
　
　
　
14
時
30
分
〜

　
な
お
、
希
望
さ
れ
る
被
保
険
者

に
は
、
申
請
に
よ
り
令
和
６
年
11

月
・
12
月
診
療
分
の
医
療
費
通
知

を
、
令
和
７
年
２
月
下
旬
以
降
に

送
付
し
ま
す
。

※
　
療
養
費
（
柔
道
整
復
、
あ
ん

摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
き
ゅ
う
）

通
知
を
確
定
申
告
に
使
用
す
る
場

合
は
、
令
和
６
年
５
月
（
令
和
５

年
10
月
〜
令
和
６
年
１
月
施
術

分
）、
９
月
（
令
和
６
年
２
月
〜

５
月
施
術
分
）
送
付
分
と
、
令
和

７
年
１
月
（
令
和
６
年
６
月
〜
９

月
施
術
分
）
送
付
予
定
分
を
併
せ

て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
10
月
〜
12
月

施
術
分
に
つ
い
て
は
、
施
術
所
が

発
行
す
る
領
収
書
が
必
要
で
す
。

問
島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

（
☎
０
８
５
２
‐
20
‐
７
５
２
５
）

▽
作
品
　「
最
高
の
人
生
の
見
つ

　
け
方
」（
２
０
１
９
年
／
１
１

　
５
分
）

▽
内
容
　
家
庭
の
た
め
に
生
き
て

　
き
た
幸
枝
と
、
会
社
の
た
め
に

　
生
き
て
き
た
マ
子
。
ま
っ
た
く

　
違
う
世
界
で
生
き
て
き
た
２
人

　
の
唯
一
の
共
通
点
は
、
余
命
宣

　
告
を
受
け
た
こ
と
。
何
も
や
り

　
た
い
こ
と
の
な
い
人
生
の
虚
し

　
さ
に
気
づ
い
た
２
人
は
、
入
院

　
中
の
少
女
の
「
死
ぬ
ま
で
に
や

　
り
た
い
こ
と
リ
ス
ト
」
を
実
行

　
す
る
と
い
う
無
謀
な
旅
に
出
る

　
こ
と
に
。
自
ら
の
殻
を
破
り
、

　
心
の
底
か
ら
笑
い
合
え
る
よ
う

　
に
な
っ
た
２
人
に
待
っ
て
い
た

　〈
奇
跡
〉
と
は
。

　（
出
演
／
吉
永
小
百
合
、
天
海

　
祐
希
ほ
か
）

い
ず
れ
も

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
入
場
料
　
無
料

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
感

染
症
の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、

実
施
方
法
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
・
問（
公
財
）し
ま
ね
女
性
セ
ン

タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
１
４
）

　
次
の
と
お
り
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
へ
医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま

す
。
こ
の
通
知
は
、
確
定
申
告
の

医
療
費
控
除
の
手
続
き
に
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
者
　
被
保
険
者
全
員

▽
発
送
時
期
　
１
月
中
旬
〜
下
旬

▽
診
療
月
　
令
和
５
年
11
月
〜
令

　
和
６
年
10
月
分

※
　
令
和
６
年
11
・
12
月
診
療
分

の
医
療
費
や
医
療
費
通
知
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
医
療
費
は
、
領
収

書
に
基
づ
き
、
別
途
「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」
を
作
成
し
、
申
告

書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 後

期
高
齢
者
医
療

医
療
費
を
通
知
し
ま
す
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介
護
用
品
の
支
給

催
　
　し

マ
ネ
ー
セ
ミ
ナ
ー
と

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

申

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先

市　勢
（令和６年12月１日現在）

（　　）内は前月比

申

18

○人　口　31,510人　（△  34）
　・男　　15,186人　（△  16）
　・女　　16,324人　（△  18）
○世帯数　15,295世帯（△  14）
○出生数　　　12人
○死亡数　　　44人
○面　積　435.34㎢



　
ン
タ
ー
島
根
（
浜
田
事
務
所
）

　
へ
電
話
。

※
　
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

　
・
問
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

島
根
（
浜
田
事
務
所
）

（
☎
０
８
５
５
‐
25
‐
５
１
１
１
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
　
　
　
　基
礎
・
ワ
ー
ド
入
門
）

　
フ
ァ
イ
ル
管
理
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
な

ど
の
講
習
で
す
。

▽
日
時
　
１
月
20
日
〜
２
月
14
日

　
　
　
　
の
間
の
㈪
・
㈬
・
㈮
　

　
　
　
　
19
時
〜
21
時
（
12
回
）

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
　
　
　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
４
０
０
０
円

▽
対
象
　
ど
な
た
で
も
（
初
心
者

　
で
も
大
丈
夫
で
す
）

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
１
月
14
日
㈫

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

　
市
内
の
小
・
中
学
生
が
身
近
に

あ
る
「
た
か
ら
も
の
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
地
域
の
文
化
や
町
並
み

な
ど
を
描
い
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
　

▽
日
時
　
１
月
12
日
㈰
〜

　
　
　
　
２
月
９
日
㈰

　
　
　
　
９
時
〜
19
時

　
　
　
　
※
　
月
曜
定
休
日

▽
場
所
　
あ
す
て
ら
す
１
階

問
石
見
地
区
ユ
ネ
ス
コ
協
会

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
２
０
２
０
）

　
求
職
者
と
企
業
担
当
者
が
直
接

話
し
を
す
る
こ
と
で
、
相
互
理
解

を
深
め
、
多
く
の
就
労
に
結
び
つ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
７
日
㈮

　
　
　
　
14
時
10
分
〜
16
時
30
分

▽
会
場
　
い
わ
み
ー
る（
浜
田
市
）

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
求
職
者

▽
定
員
　
先
着
40
人

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

▽
申
込
方
法
　
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ

「
絵
で
伝
え
よ
う
！
わ
た
し
の

町
の
た
か
ら
も
の
」
絵
画
展

求
職
者
の
た
め
の

企
業
説
明
会

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

募
　
　集

Windows10

申申

令和７年消防出初式
　令和７年の年頭にあたり、消防関係者が一堂
に会し、士気を高め「災害に強いまちづくり」
の実現を誓うとともに、市民の皆さんの防火・
防災意識をさらに高めてもらうため、令和７年
消防出初式を開催します。
　消防車両の分列行進や迫力ある一斉放水をぜ
ひご観覧ください。

▽日時　１月５日㈰
　　式典　９時30分から
　　　　　会場：大田市民会館
　
　　分列行進　10時30分頃から
　　　　　　　場所：大田町内
　　　　　　　（市民会館から神田橋上流）

　　一斉放水　11時頃から
　　　　　　　会場：神田橋上流

※　当日は、会場周辺の通行を規制させていた
だきます。ご迷惑をおかけしますが、何とぞご
協力をお願いいたします。

問消防本部総務課（☎0854‐82‐0650）

マイナンバーカード
休日・夜間窓口を開設

　マイナンバーカードの交付・申請・更新につ
いて、次のとおり、休日窓口の開設と平日の窓
口延長をおこないます。
　市役所の開庁時間内にマイナンバーカードの
受け取り、申請、更新が難しい人は、ぜひ、ご
利用ください。なお、予約制とします。
▽開設日時
　休日窓口（日曜日）８：30～12：00
　　・１月26日　　・２月９日
　平日窓口延長　17：15～19：30
　　・１月20日　　・２月17日
▽申請・交付場所　　市役所本庁 市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所
でカードを保管していますので、５日前までに
ご連絡ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこな
いません。
▽申し込み　予約制
※　市民課へ事前に予約をしてください。予約
状況などによっては、希望の日時に受け取りが
できない場合があります。
　　　　 　　・問市民課（☎0854‐83‐8067）申

広報おおだ　Ｒ6（2024）12.1919
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年末
年始
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　年末年始の窓口は混雑が予想されます。
　各種手続きはお早目にお願いします。
※　施設によって休業期間が異なる場合が
あります。

市役所窓口の休業日市役所窓口の休業日

12月28日㈯～１月５日㈰

　大田市では、新庁舎の基本理念『共創による持続可能なまちをめざす拠点づくり』の実現に向
け、現在、新庁舎整備の基本設計を進めています。
　つきましては、これまでの経過などをご説明し、市民の皆さんに理解を深めていただくととも
に、ご意見を基本設計に反映することを目的とし、説明会を開催いたします。
　皆さんのご参加をお待ちしております。

◇実施内容　　
　　〇説明
　　　新庁舎整備に関するこれまでの検討状況、子育て拠点施設の内容紹介など
　　〇質疑応答
　　　新庁舎や子育て拠点施設整備などに関する質疑
◇対象者　
　　新庁舎・子育て拠点施設整備に関心のある人（市外在住者も参加可）
　　※　参加に伴う事前申し込みは不要です。 
◇備考　　
　　説明内容は、後日動画配信を予定しています。
　　また、当日の様子は、広報誌やホームページなどで公開を予定しています。

◇行事名　　大田市役所新庁舎・子育て拠点施設整備に関する説明会
◇開催日時・場所

問建築営繕課（☎0854‐83‐8010）

日　時（令和７年）

１月15日㈬

１月20日㈪

１月21日㈫

１月22日㈬

１月23日㈭

１月24日㈮

１月25日㈯

19：00～21：00

19：00～21：00

19：00～21：00

19：00～21：00

19：00～21：00

19：00～21：00

９：30～11：30

大田市民会館　※ 手話通訳・要約筆記あり

久手まちづくりセンター

静間まちづくりセンター

水上まちづくりセンター

池田まちづくりセンター

温泉津まちづくりセンター

仁万まちづくりセンター

中ホール

２階　集会室

軽運動室

集会室

集会室

第二会議室

２階　集会室

場　　所

①おおだ子ども食堂
　　おおだふれあい会館

25日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308

18日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088
18日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373

②みんなの食堂
　　祖式ジム

子ども食堂 １月の予定 子ども　無料
大人　①③300円②100円④200円

③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）

24日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階
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0854‐84‐7051

0854‐82‐0307

0854‐84‐5891
0854‐83‐7717
0854‐82‐1669
0854‐82‐3311
0854‐82‐4755
0854‐82‐0335
0854‐82‐0733
0854‐82‐6063
0854‐82‐2490
0854‐83‐3055
0854‐85‐7163
0854‐85‐7388
0854‐85‐8151
0854‐82‐8508
0854‐82‐8126
0854‐82‐6695
0854‐85‐7309
0854‐84‐8283
0854‐82‐8253
0854‐84‐7373
0854‐82‐0117
0854‐82‐5866
0854‐82‐5057

0854‐82‐2302

0854‐82‐0975
0854‐87‐0670
0854‐89‐0034
0855‐65‐2055
0855‐65‐2424
0855‐65‐3228
0855‐65‐3985
0854‐88‐2149
0854‐88‐2701
0854‐88‐4205
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　お引越しなどにより、上下水道の使用開始または
使用中止する際は、お申し込みが必要です。

　開始希望または中止予定がある場合は、事前にお
電話、もしくは以下の電子申請にて上下水道部管理
課へご連絡をお願いします。

申

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を
！

インターネットで
　　申込みができます！

水道の使用開始や
　　　使用中止手続き

　
マ
イ
ナ
ス
４
度
に
達
し
な
く
て

も
真
冬
日
が
続
く
と
き
、
風
が
強

い
と
き
は
注
意
が
必
要
で
す
。

凍
結
を
防
ぐ
に
は

　
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道

管
や
蛇
口
は
、
保
温
材
で
覆
い
、

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
い
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
は
、
毛
布
や
布
な
ど

で
覆
い
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
か
ぶ
せ
て
テ
ー
プ
を
巻
い
て

く
だ
さ
い
。

破
裂
し
た
と
き

　
宅
内
の
水
道
管
が
凍
っ
て
破
裂

し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
止
水
栓
か

バ
ル
ブ
を
閉
め
、
大
田
市
給
水
装

置
工
事
指
定
業
者
（
左
表
）
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

年末年始・土日祝日の緊急時には
三瓶浄水場（☎0854‐84‐9336）へ
お問い合わせください

事業所名
大田町

大田町

大田町
大田町
大田町
大田町
大田町
大田町
大田町
川合町
川合町
三瓶町
波根町
波根町
波根町
久手町
久手町
久手町
久手町
鳥井町
鳥井町
鳥井町
長久町
長久町
長久町

長久町

長久町
五十猛町
水上町
温泉津町
温泉津町
温泉津町
温泉津町
仁摩町
仁摩町
仁摩町

所在地

大田市水道事業指定給水装置工事
事業者一覧表（市内業者）

電話番号
石出設備
伊藤忠エネクスホーム
ライフ㈱大田営業所
河上設備
河北設備工業㈱
サンベ電気㈱大田営業所
山陽空調㈱島根支店
中央設備
㈲内藤米穀
㈲松田水道
㈱大田設備
㈱佐藤水道
㈲山根水道
イマックス㈱大田営業所
シミズ設備
㈱堀工務店
安藤ガス設備
㈱コーユー
瀬田設備
㈲マニワ設備
石見銀山建設㈱
㈱山﨑組
ライフシステム住夢
イワタニ島根㈱大田事業部
久文建設㈱大田営業所
クリーン㈱
山陰クボタ水道用材㈱
大田営業所
㈱電設サービス大田営業所
坂根設備
武間組
㈲小林商店
㈲佐々木工業
土井水道
温泉津管工事
安達設備
㈱ウエダ
㈱松浦工務店

水
道
管
が

凍
結
し
や
す
く
な
る
の
は

マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下

水道使用開始（開栓）届（電子申請サービスへ）

水道使用中止（閉栓）届（電子申請サービスへ）

・問上下水道部管理課（☎0854‐83‐8112）
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ごみの持ち込み

１月不燃ごみの収集日

22

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
大田（橋北）
温泉津地区

22
24
23
27
31
21
29
30
20
28
30

日日８
10
９
15
17
７
14
16
６
14
16

28日
23日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。
【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時
【休日】　５日・19日　
一般家庭　８時30分～11時30分
※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。
【休業日】１月１日㈬～５日㈰
※　ただし５日㈰は休日持ち込み日。
【収集開始日】１月６日㈪から
※　決められた時間までに出してください。

まだ、マイナ保険証をお持ちでなくても、
 　　　　これまでどおりの医療を、あなたに

　今年の12月２日から、それまでの健康保険証は新たに発行されなくなり、
医療機関を受診する際などにはマイナ保険証を使用することを基本とする
仕組みに移行しました。
　切り替えがまだお済みでない人も申請不要で届けられる資格確認書で保
険診療を受けられます。ご安心ください。
　また、今お持ちの保険証は、有効期限まで最大１年間、利用できます。

〇マイナ保険証をお持ちでない人
　⇒申請不要で資格確認書をお届けします。

〇新たに後期高齢者になった人
　⇒申請不要で資格確認書をお届けします。 ※来年７月まで

〇マイナ保険証での受診が困難な人（高齢者、障がいのある人など）
　⇒申請いただくことで資格確認書をお届けします。

　診療履歴に基づいた、より良い医療が受けられる
など、便利で安全なマイナ保険証への切り替えをご
検討ください。
　詳しくは右記二次元コードからご確認ください。

　県内のイベント情報などを随時配信しています！大田市公式LINEと
あわせてお友だちになってください。

問政策企画課（☎0854‐83‐8005）

島根県公式LⅠNE・大田市公式LⅠNE
お友だち募集中!!

政府広報オンライン

大田市公式ＬＩＮＥ
お友だち募集中！
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17日㈮　13時～16時 温泉津まちづくりセンター
人権相談

10日㈮ 19時～20時30分

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
４日㈯ 10時～11時30分

大田まちづくりセンター

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

申

申

１月の相談

23

生活相談

こころの健康相談・アルコール相談（要予約）

難病相談

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

14日㈫ 
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

23日㈭ 15時～17時 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9825）
７日㈫・21日㈫ ９時30分～11時 県央保健所

10日・17日・24日・
31日（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

移動ナースバンク

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）
22日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉のお仕事相談会
22日㈬ 13時30分～15時30分
問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分一般相談

就労相談
（要予約）

８日㈬　
13時30分～15時30分

年金相談（要予約）
７日㈫  10時～15時
23日㈭  10時～15時

市役所４階大講堂

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

７日㈫　９時～15時 市役所２階第２会議室
申

17日㈮　13時～16時 仁万まちづくりセンター

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）
10日㈮　９時～12時 温泉津まちづくりセンター

行政相談

17日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
10日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）
申
申

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

納期限および口座振替日
固定資産税
市県民税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

１月31日
－

４期
７期
７期

１月６日
３期
－

６期
６期

期限内に納付をお願いします税・保険料

　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　12月25日㈬、26日㈭、27日㈮
　１月29日㈬、30日㈭、31日㈮
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　１月19日㈰

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）
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11
月
９
日
・
10
日
の
２
日
間
、
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
で
、
自
治
体
・
生

産
者
・
寄
附
者
の
皆
さ
ん
が
交
流
で
き
る
国
内

最
大
級
の
ふ
る
さ
と
納
税
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
る
さ

と
チ
ョ
イ
ス
大
感
謝
祭
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
約

１
万
５
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
お
こ

な
う
自
治
体
が
「
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に『
あ
り
が
と
う
』と
感
謝
を
伝
え
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
、
今
回
で
10
回
目
を

迎
え
ま
す
。
会
場
に
は
全
国
か
ら
集
結
し
た
約

１
５
０
自
治
体
が
ブ
ー
ス
を
構
え
、
観
光
案
内

や
返
礼
品
の
紹
介
、
物
販
や
試
食
な
ど
を
お
こ

な
い
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
し
た
。

　
本
市
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
出
展
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
世
界
遺
産
石
見
銀
山
や
国
立
公
園

三
瓶
山
な
ど
の
観
光
案
内
や
「
大
田
の
大
あ
な

ご
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
の
紹
介
な
ど
を
お
こ
な
い
、
大
田
の
魅
力

を
発
信
し
ま
し
た
。

　
来
場
者
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
中
で
、
た
く

さ
ん
の
嬉
し
い
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
大
あ
な
ご
を
絶
対
に
食
べ
に
行
き
ま
す
」「
大

あ
な
ご
を
返
礼
品
で
頼
ん
で
み
ま
す
」「
来
年
、

石
見
銀
山
へ
の
旅
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
」「
直

木
賞
を
受
賞
し
た
小
説
『
し
ろ
が
ね
の
葉
』
を

読
み
ま
し
た
。
ぜ
ひ
石
見
銀
山
に
行
っ
て
み
た

い
で
す
」「
ふ
る
さ
と
納
税
で
世
界
遺
産
の
保

護
や
自
然
保
全
の
応
援
を
し
た
く
な
り
ま
し

た
」
な
ど
、
会
話
も
弾
み
、
多
く
の
人
に
本
市

の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
本
市
の
観
光
地
・
返
礼
品
・
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
本
市
を

応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
、
出
展
し
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
に

立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

感
想
や
応
援
の
お
声
を
い
た
だ
き
、
こ
ち
ら
も

温
か
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
外
県
外
の
皆
さ
ん
に
本
市
の

魅
力
を
伝
え
る
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

本
市
も
出
展
し
「
大
田
の
魅
力
」
を
発
信
―

寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に

「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
を
伝
え
た
い
―

来
場
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
嬉
し
い
お
声
―

今
後
も
「
大
田
の
魅
力
」
を
伝
え
て
い
き
た
い

会場の大田市出展ブースで「大田の魅力」をＰＲする市職員会場の大田市出展ブースで「大田の魅力」をＰＲする市職員会場の大田市出展ブースで「大田の魅力」をＰＲする市職員会場の大田市出展ブースで「大田の魅力」をＰＲする市職員

さまざまなアイテムで大田市をＰＲしましたさまざまなアイテムで大田市をＰＲしましたさまざまなアイテムで大田市をＰＲしましたさまざまなアイテムで大田市をＰＲしました

「ふるさと応援ボード」に貼られた
大田市への嬉しいメッセージ
「ふるさと応援ボード」に貼られた
大田市への嬉しいメッセージ
「ふるさと応援ボード」に貼られた
大田市への嬉しいメッセージ
「ふるさと応援ボード」に貼られた
大田市への嬉しいメッセージ


